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Abstract:  
Weyl 半金属はトポロジカルに非自明な性質をもつギャップレス相として、近年ますます大き

な注目を集めている。Weyl 半金属相の大きな特徴として、微小な摂動に対する縮退点の安定

性の他、量子異常に起因する非自明な輸送特性が挙げられる。縮退点の安定性は、Weyl 半金

属相が何らかの理由で不安定性を示した後も、Weyl分散と、それに伴う特異な輸送特性が残

る可能性を示唆する[1,2]。本講演の前半ではその一つの例として、近年大きな注目を集めて

いる第二種Weyl系の磁場中輸送現象と光学応答について議論する[3-5]。 

後半ではカイラル超伝導体の渦糸相におけるコヒーレントなバンド形成について議論する。 

カイラル超伝導体中の孤立渦糸はマヨラナフェルミオンを束縛し、量子計算の素子としての

応用が期待されている。しかしながら、渦糸が格子を組んだ状況ではマヨラナフェルミオン

の多体効果のために、一般にそのエネルギーレベルはゼロエネルギーからシフトし、代わり

に生じたコヒーレントなバンドが種々の非自明なトポロジカル物性を示す。本講演では特

に、擬2次元カイラル超伝導体におけるユニバーサルなWeyl node形成について紹介し、渦糸

系におけるWeyl半金属の諸性質の制御可能性について議論する[6]。 
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